
ASTE Vol.A24 (2016) : Annual Report of RISE, Waseda Univ.

天然物ケミカルバイオロジー研究

研究代表者 中尾 洋一

（先進理工学部 化学・生命化学科 教授）

１． 研究課題

海洋天然化合物の中にはユニークな構造や強い生理活性を有するものも多数知られている

が、医薬品リードの探索源としては十分にそのポテンシャルが発揮されているとはいいがた

い。この理由の一つとして、歴史的に新規な構造を有する化合物を見出すことに研究の重点

が置かれすぎてきたことがあげられる。しかしながら、近年は他分野の研究者とのコラボレ

ーションにより、医薬品開発にとって必須となった海洋天然化合物の作用メカニズム解析に

ついても研究が行われる例が増加している。そこで、われわれも幹細胞生物学のグループと

のコラボレーションによって、ES や iPS といった多能性幹細胞から心筋や神経といった特定

の細胞への分化を調節する化合物の探索研究を継続して行い、再生医療の実現を目指す。

２． 主な研究成果

京都大学山下教授らとの共同研究にて、心筋分化誘導活性を有する海洋天然化合物の探索

研究を行い、海洋シアノバクテリア由来の環状ペプチドに強い心筋分化誘導活性を見出した。

本化合物について作用メカニズムを詳細に検討し、第 58 回天然物化合物討論会にて口頭発表を

行ったところ、発表賞を受賞した。また、海洋生物由来の脂質成分にも心筋分化誘導活性を見出

したため、第 39 回日本分子生物学会年会にてポスター発表を行ったところ、2017 年 2 月 3 日付の

日経産業新聞にて取り上げられ、発表者の修士学生はさらに TBS テレビ番組『未来の起源』にて

取り上げられた。さらに、共同研究においてヒト iPS 細胞からの血液脳関門の構築した際に構築

した脳関門モデルにおける物質輸送機能の解析を LC-MS を用いて行い、論文発表を行った。

理化学研究所田中克典主任研究員らとの共同研究で、神経分化誘導物質の活性評価を行い

論文投稿をおこなった。また、マウスの生体内において金触媒を用いた反応に成功し論文投

稿した。また吉田稔主任研究員らとの共同研究では、特定のヒストンアセチル化をモニター

できる分子プローブの作成に成功し論文発表を行った。

東京大学後藤康之准教授らとの共同研究で、海洋生物由来抗リーシュマニア活性物質の合

成アナログについて活性評価を行い論文発表を行った。
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4.2 総説・著書
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4.3 招待講演

中尾洋一、『既知天然化合物の再発見』、天然物化学の新展開、静岡、2016 年 11 月 25 日．

4.4 受賞・表彰

第 58 回天然物化合物討論会 発表賞

4.5 学会および社会的活動

なし

５． 研究活動の課題と展望

海洋生物由来の細胞分化調節化合物については薬剤として有力な候補化合物を見出すこと

に成功した。今後はさらに詳細な作用メカニズムの解析を行い、薬剤開発の可能性を探りた

い。抗リーシュマニア活性物質についても今後より有効な化合物の合成を行って、薬剤開発

に向けた基礎的なデータ収集を行ってゆきたい。


